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通信教育指導室から、こんにちは。 

前回に引き続き、大村はま先生のエピソードを紹介します。 

大村はま先生と言えば「単元学習」が有名ですが、「単元学習」の誕生

までにさまざまな試行錯誤や葛藤があったことが分かります。「もっと学

びたい」「分かりたい」と願う子どもたちの姿が、目に浮かぶようです。 
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こんなせりふがあります。子どもが話を

聞いていないと，「ちゃんと聞きなさい！」

という。専門職ならば、このせりふはご法

度にしたらいいのではないかと思います。 

私がそう思うのは、これからお話する経

験があるからです。そのことがあるまでは、

私も「静かにしなさい」とか「ちゃんと聞き

なさい」ぐらいのことは言いました。 

私は，昭和 22 年に新制中学が創設された

ときに，生みの苦しみを味わった一人です。

戦争責任にいたたまれないような気持ちで

飛びこんだ中学校ですから，どんな苦しみ

があってもかまわないと思っていました。 

ですから学校選びなどということはしま

せんでした。私は最初に声をかけてくださ

った校長先生の学校へ行くことにしました。 

 

 

 

 

 

ご存じのとおり終戦直後でしたから，一

面の焼野原で，朝学校に行くにも，秋葉原

の駅で教頭先生をお待ちして，いっしょに

通勤していました。 

見渡す限りの焼野原，ところどころに，

防空壕があります。まだ人が住んでいる壕

もありましたから，足元がパッと開いて人

が出てくる。どこから人が出てくるかわか

らないのです。そこを通ってゆくと，焼け

残った鉄筋コンクリートの工業学校があり

ます。その一部を借りて，私の勤める深川

第一中学校は出発しました。 

あの頃，雨の中、傘を

さして授業したり，焼

け残った大きな算盤に

子どもが腰掛けて勉強

したりしているところ

などが新聞に出ました。

私の教室の光景を撮っ

た写真でした。 

床があるわけでも，ガラス戸があるわけ

でもなし，本があるわけでも，ノートがあ

るわけでもなし，紙も鉛筆もなし，そうい

うところへ赴任したわけです。１年生は４

クラス（１クラス５０人）でしたが，「教室

がないから２クラス一緒に 100 人教えてく

れ」と，こういうわけです。 

その 100 人の子どもは中学校の開校まで

３月から一か月以上野放しになっていた子

どもたちです。ウワンウワンと騒いでいて，

どうしようもこうしようもありません。い

ままであんなに途方にくれたことはありま

せんでした。 

しばらくは教室の隅に立ちつくしていま

した。「静かに！」と言おうと何と言おう

と，どうなるものでもありません。 

大村はま先生 

教師の禁句 「静かにしなさい！」 



その時間，私はそばの子どもにだけいろ

いろな話をしながら，ワァワァ騒いでいる

中を，少しずつ動いて何か少し教えたりし

て，なんとか授業のかっこうをつけていま

した。とても一斉授業なんてできませんか

ら。 

 

 

 

すっかり意気消沈した私は，国語の大家

の西尾実先生のお宅に伺って，実情を訴え

ました。ところが，西尾先生は高笑いなさ

って，「なかなかいいかっこうじゃないか。

経験２０年のベテランが，教室で立ち往生

なんて……」とおっしゃり，「そういう時に

こそ人間というものはほんものになるもん

だよ」ととりあってくださいません。実は

「こんなふうでとても授業ができない」と

先生にお話しすれば，高校※１へ戻るように

心配してくださるのではないかと期待して

いたのです。 

※１ 大村は昭和３年から昭和 21 年まで 19 年間、高校で

教鞭をとっていた。 

しかし先生にそんな雰囲気は微塵もあり

ません。私は何とごあいさつして帰ったか

覚えていません。たぶん何も申し上げず，

お辞儀をして玄関を出たのでしょう。頼り

にしていた先生にそう言われれば仕方がな

く，そしてもともと捨て身の覚悟で新制中

学校に出たんだからと、思い直しました。 

 

その夜私は，疎開の荷物の中からありと

あらゆる新聞や雑誌を引っぱり出し，無我

夢中で教材をつくりました。それぞれに違

った問題をつけて，100 種類の教材をつく

ったのです。 

翌日それを持って教室へ行きました。そ

して，子どもを一人ずつつかまえては，「こ

れはこうやるのよ」「こっちはこんなふう

にしてごらん」と，一人ずつわたしていっ

たのです。 

 

 

 

すると，どうでしょう。紙切れをもらっ

た子どもから，食いつくように勉強し始め

たのです。私はほんとうに驚いてしまいま

した。そして，彼等が「いかに伸びたかった

か」「いかに何かを求めていたか」，私はそ

れに打たれ，心の底から感動したのです。 

そして子どもというも

のは，「与えられた教材が

自分に合っていて，やる

ことがわかれば，こんな

姿になるんだ」というこ 

とがわかりました。それがない時には、子

どもは「犬ころ」みたいになることも。 

 

私は，みんながしいーんとして、床の上

にうずくまったり，窓枠の所へよりかかっ

たり，壁の所へへばりついて書いたり，い

ろんな格好で勉強をしているのを見ながら，

隣の部屋へ行って思いっきり泣きました。

そして，人間の尊さ，求める心の尊さを思

い，それを生かすことができないのは全く

教師の力の不足にすぎないのだ，というこ

とを身に染みて理解しました。 

私はそれ以後いかなる場合にも，子ども

を責める気持ちにはなれなくなりました。

教師に何か足りないところがあるのではな

いか。計画がまずいのかも知れない。何か

自分自身の方に原因があるとしか考えられ

ません。子どもの方は常によきものを求め

てやまないものなのだ，それが「少年」なん

だということも，私はその体験からはっき

りとわかりました。 
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崖っぷちからの再出発 

子どもはいつでも伸びたいもの 


